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パネルディスカッション：
我々が望む海洋・政策・科学・学際知で挑む2030

予測できる海とECOPの取り組み



海を予測するには？

観測だけではなく、スーパーコンピュータも必要

数式を用いて力学予測
AIで統計予測

アルゴフロート

ひまわり
９号

みらいII

過去から今を知る 未来を予測する 社会に発信する

地球シミュレータ

黒潮ウォッチ

季節ウォッチ

気象庁



JAMSTEC/APL
CERFACS, LOCEAN, MPI-M, CMCC

予測できる海の活動と課題

複数のプログラムが進行中だが、重複や空白域がある

西太平洋と南・東アジアの縁辺海
における海洋予測（JAMSTEC）科学とSH

科学寄り
観測システムの影響評価

（JMA）

科学とSH 日本から積極的な参加なし

プログラム 日本が関わるプロジェクト例特徴

SH寄り ４次元仮想地球と海洋デジタル
ツイン（JAMSTEC）



JAMSTEC/APL
CERFACS, LOCEAN, MPI-M, CMCC

海洋若手専門家(ECOP)プログラム

５年間で１６８カ国、７９６０名まで成長

Blue Capacity Development 
(BlueCaD) Project

海洋分野での経験が10年以内の専門家

深海 リテラシー

能力開発

DEI

ネットワーク

産業



JAMSTEC/APL
CERFACS, LOCEAN, MPI-M, CMCC

海洋若手専門家(ECOP)の活動と課題

地域や国で活動が増えたが、活動を支える人手と資金不足

ECOP Japan
・アンケート
・シンポジウム
・ビデオレター
・ポスター
・ラジオ
・アマモ体験

など多数

ECOP Japan シンポジウム 2024

ECOP Japan Radio vol.1

ECOP Japan Radioは、海洋に関わる様々な分野
（研究、教育、行政、産業、NPO/NGOなど）で活躍する

日本の海洋若手専門家（ECOP）同士の
ゆるやかな交流を目的としたウェビナーシリーズです

前半はゲストECOPのライフストーリーを聞き
後半は参加者も交えたオープンディスカッションを行います

お気軽にご参加ください

8/20 (Tue) 19:00~20:00

「サンゴ礁の海とナマコの話」
ゲスト：濱本 耕平
広島県廿日市市生まれ。幼少の頃は小説家になる夢を持つ柔道
少年だった。しかしながら、高校1年生の終わりにダイビングラ
イセンスを取得した際、瀬戸内海や日本海の水中景観に魅了さ
れ、その後理系に転向して琉球大学理学部に進学。以後現在に
至るまで、サンゴ礁に住む、ナマコをはじめとする底生無脊椎
動物の生態について研究してきた。ナマコに生まれ変わった時
のために、ナマコを守ろうと頑張っています。

モデレーター：田中 広太郎
これまで、主に水中音響を用いた海洋生物や人間活動のモニタリングを実施。現在
は海上衛星通信を含む海洋におけるデジタル化推進や海洋宇宙連携、海洋における
科学技術と社会との関わりについて、調査研究を行っている。また、国連海洋科学
の10年のもとでの海洋若手専門家（ECOP: Early Career Ocean Professionals）の
一員として、日本を拠点として活躍するECOPの分野を超えたネットワーク拡大や、
他国/他地域との橋渡しを進めるべく活動を行っている。三重県四日市市出身。

【主催】ECOP Japan (https://www.ecopdecade.org/japan/)
*ECOP Japanは「国連海洋科学の10年」の取組みの一環として

若手海洋専門家の支援や交流の促進を行っています
【問合せ】ecopjapan.contact@gmail.com

← お申込はこちら
（https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_vAxcSgAqSyuHHOEKRC7OvA）


